






(目的):我々は先にγ一グロブリンの大量点滴療法(S一スルフォ化 γ一グロブリン400㎎

/kgday、5 日間投与)が川崎病において、冠動脈病変の発生と長期残存を有意に減少させる

ことをアスピリン療法を対照とした contro11ed study によって証明した。今回、本療法を

施行するのに、γ一グロブリンの用量の適合性を検討するため、同様に 14 施設による

controlled study を行った。 


